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簡 易露 出表 の使 い方

KO NI FL AS H

簡 易露 出表 はメ ート ルと フィ ー

ト 両用 にな って おり ます 。

2 · 使 用す るシ ャッ ター ·速 度に 応じ

たガ イ ド ナン バー を、 フラ ッシ ュ

バ ルブ の説 明書 より 求め 、 そ のと

きの ガイ ドナ ンバ ーに ガイ ドナ ン

た 指標 を合 わせ ます 。
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〔 例〕 使用 する フラ ッシ ュバ ルブ
が、 AS A1 00 のフ ィル ムで 、

シ ャッ ター 速度 1/ 50 秒の とき メ
ー トル ガイ ドナ ンバ ーが 40 とす

次に 被写 体ま での 距離 を目 盛板

上で 読む とそ のと きに 適切 な絞 り
る とガ イド ナ

ナ

目盛 の数 値が 赤板 上に 示さ れま

す

3 ·

ー 指標 を# x
m 40 に合 わせ 、 被 写体 まで の距
離が 5m の場 合の 適当 な絞 りは
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f /8 とな りま す。



コー フラ ッシ ュⅢ M

特

*コ ニカ 11 M專 用コ ード レス B- Cタ イプ の軽 量折 たた み反 射笠 式ポ ケッ ト型 高性

使用 上の 注意

長
キ ャパ シタ ーお よび 積層 乾電 池は 必ず 指示 され たマ ーク に合 わせ て、 電池 ケ

ー スに 納め てく ださ い。

能フ ラッ シュ ガン で、 接続 コー ドを 用い れば 、他 のカ メラ にも 使用 でき る。

*随 時再 確認 可能 のフ ラッ シュ バル ブ自 動断 線テ スト 装置 付。

*テ スト ラン ブの 発光 部が ソケ ット 部に もあ るの で、 フラ ッシ ュバ ルブ の断 線テ

フラ ッシ ュガ ンを アク セサ リー シュ ーに 着脱 する 際、 取付 足内 部の コン タク

トが 出て いる と、 ひっ かか って 絶縁 ベー クが する おそ れが あり ます から

着脱 の際 は締 付ナ ット をじ ゅう ぶん ゆる める よう 注意 して くだ さい 。

2

ス トは パル プを 裝着 しな がら 前部 から 確認 でき る。
接続 コー ドは 、積 層乾 電池 使用 のと きは B- C用 接続 コー ドコ ンセ ント に、 ペ

ン ライ ト ( 単3 号) 乾電 池を 使っ た場 合は ペン ライ ト用 接続 コー ドコ ンセ ント
*エ クス テン ショ ンコ ンセ ント がボ ディ の下 部に ある ので 、 コ ード がひ っぱ られ

ても 無理 な力 がか から ず安 全で ある 。

ス ワン ベー スの 小型 、 お よび アダ プタ ー使 用に より 超小 型の ピン レス ベー スの

各フ ラッ シュ バル ブが 使え 、使 用済 のパ ルプ はエ ゼク ター によ りは じき 出せ る。

に、 それ ぞれ まち がい のな いよ うに プラ グを 差し 込ん でく ださ い。

4· 長期 間使 用し ない とき には 、積 層乾 電池 は電 池ケ ース から 取り 出し て、 乾燥

した 場所 に保 存し てく ださ い。 積層 乾電 池は 電圧 が高 いの で、 新聞 紙な どの 吸

湿 性の 紙に 包ん でお くと 、 放 電し て電 池が 消耗 しま すか ら注 意し てく ださ い。
* フ ラッ シュ 撮影 に便 利な 簡易 露出 表付

*ペ ンラ イト (単 3号 ) 乾 電池 の使 用も 可能 。



各部 の名 称
コ ニフ ラッ シュ の使 い方

積層 乾電 池使 用の 場合

1· 積層 乾電 池は ペン ライ ト型 22 .5 ボル ト ( JI SB L- MV 15 )を 使用 しま す。

2· ボデ ィの 裏蓋 を開 き、 キャ パシ ター およ び積 層乾 電池 を電 池ケ ース 内部 に表

反射 笠 エ ゼク ター ボタ ン
テ スト ラン プ発 光部 サー キッ ト

テ スト ボタ ン
ペ ンラ イト 用
接 続コ ード
コン セン ト

ソ ケッ ト
テ スト ラン プ発 光部

+- を合 わせ て正 しく はめ 込み ます 。示 して ある よう に、

3· フラ ッシ ュガ ンの 取付 足を カメ ラの アク セサ リー シュ ーに じゆ ぶん 差込 み、

締付 ナッ トを 回し て締 付け ます 。 ( コニ カm wで は締 付足 内部 のコ ンタ クト が

カ メラ 側の コン タク トに 接触 し回 路を 構成 する ため 接続 コー ドの 必要 はあ りま

せん )

オ ープ ンフ ラッ シュON IF LA SH
簡易 露出 表 ボ タン

他の カメ ラの 場合 には 、接 続コ ード のプ ラグ をガ ンの 下部 のB -C 用コ ンセ ン

ト に差 込み 、他 端の ソケ ット をカ メラ 側の フラ ッシ ュ接 続プ ラグ につ なぎ ます 。

4 ·

掛 金 接 続コ ード
エク ステ ンシ ョン

反射 笠を 開き 上下 にあ る掛 金を ひっ かけ ます 。

フ ラッ シュ バル ブは 前方 から 押し 込む だけ でソ ケッ ト内 に装 着さ れま す。

使用 済み のフ ラッ シュ バル ブは ボデ ィ上 部の エゼ クタ ーボ タン を押 すと 、

5 ·コ ンセ ント
B- C\ 用

接 続コ ード
コン セン ト

6 ·
笠 止金 具

7 · 自
締付 ナッ ト

取 付足 動的 には じき 出さ れま す。ピン レス 用 裏 蓋止 金具
コニ カⅢ M専 用コ ンタ クト アダ プタ ー

テ スト の方 法

フ ラッ シュ バル ブを 単独 発光 させ る場 合は ボデ ィ裏 側の オー プン フラ ッシ ュ

ボ タン を押 して くだ さい 。

8 ·
回 路テ スト を行 うに は、

タン を押 しな がら シャ ッタ ーを きり ます 。回 路に 異状 がな けれ ばテ スト ラン プ

発 光部 が一 瞬明 るく 点燈 しま す。

1· フラ ッシ ュバ ルブ を装 着せ ずに サー キッ トテ スト ボ

発 光を 行う とき は、 電燈 用標 準プ ラグ の付 いた コー ドを エク ステ ンシ ョ

ソ コン セン ト差 し込 みま す。 3燈 以上 の の 際は 部分 を直 列に つな いだ

ほう が好 結果 が得 られ ます 。

9 .

フ ラッ シュ バル ブを ソケ ット に装 着す る

際 自動 的に テス トさ れま す。 すな わち フラ ッシ ュバ ルブ が断 線し てい なけ れば

押し 込む とき にテ スト ラン プ発 光部 が一 瞬明 るく 点燈 しま す。 さら にフ ラッ シ

ュ パル ブを 深く 押し こむ こと によ って 随時 断線 テス トを 行う こと がで きま す。

エゼ クタ ーボ タン を押 すこ とに よ

2 · フ ラッ シュ バル ブの 断線 テス トは 、

超 小型 のピ ンレ スベ ース のフ ラッ シュ バル ブを 使用 する とき は、

アダ プタ ーを ソケ ット に差 し込 み右 に回 して 装着 しま す。

ベー スの とき と同 じで す。

ピン レス 用

各 種テ スト はス ワン

10 ·

エ クる スン ジ) ョン の場 合の 断線 テス トは 、

っ てテ スト でき ます 。な お、 この とき には フラ ッシ ュガ ンの ほう には フラ ッシ

ュパ ルプ を装 着し ない で行 いま す。

3·
ペン ライ ト ( 単3 号) 乾電 池使 用の 場合

1· ボデ ィの 裏蓋 の内 面に 示し てあ るよ うに ペン ライ ト ( 単3 号) 乾電 池2 本を

2 接続 コー ドは ボデ ィ上 部の ペン ライ ト用 コン セン トに つな ぎま す。

逆に 並べ ては め込 みま す。

キャ パシ ター およ び積 層乾 電池 のご 注文 につ いて

市販 製品 で類 似品 があ りま すが 、

真 材料 店に ご用 命く ださ い。

コニ フラ ッシ ュ用 とご 指定 の上 、 も より の写 3· ペン ライ ト ( 単3 号) 乾電 池使 用の 場合 は各 種の テス トは でき ませ ん。


